
1984年、大阪生まれ。15歳でドラムを始め、17歳の時に芸術高校にて音楽を学ぶために単身で渡米。その後、ブルックヘ
ブンカレッジ、テキサス大学アーリントン校を経て、ボストンのバークリー音楽大学を卒業。10年間のアメリカでの活動後、
2013年に拠点をミュンヘンに移し欧州各国で活動を開始。2018年には自身のトリオでECMレーベルに吹き込んだリー
ダー作『For 2akis』を発表。2020年、自身のレーベル”nagalu”を立ち上げ、2ndアルバム『アナザー・ストーリー』を
リリース。現在、nagaluとS/N allianceの２レーベルを主宰。

drums

2023.2.24 FRI
場所：古賀政男音楽博物館 けやきホール 出演：East Meets East Ensemble

料金：予約 ¥4,000 /当日 ¥4,500

ご予約：イープラス

お問い合わせ

福盛進也 (drums) 、ソンジェ・ソン (sax)
ヨン・ジュ・ソン(piano)、西嶋 徹(bass)、藤本一馬(guitar)

(https://www.koga.or.jp/index.html)

(nagalurecords@gmail .com)

東京都渋谷区上原３丁目６－１２

OPEN  18:30 /START  19:00

EAST MEETS EAST 2023 アジアの静寂。アジアの情動。

「境界はあれど音楽の前では誰もが皆純真で、願わくばその心と音楽を通じ、明るい未来への第一歩を。」（福盛進也）

福盛進也（日本）とソンジェ・ソン（韓国）。共にヨーロッパを代表する名門ジャズ・レーベル ECM からのデビューをきっかけに出会った

二人が、アジア人ならではの情感に満ちた新たな音楽を創造・発信するために結成した Eas t  Mee t s  E a s t  E n s emb l e が始動します。

ECMからのアルバム（「Sh i n y a  F u k umo r i  T r i o /  F o r  2  A k i s」、「Nea r  E a s t  Q u a r t e t」）を互いに愛聴していた二人は、引き

寄せられるように出会い、韓国と日本で共演を重ねました。そこで互いの音楽に深いところで強く共感を覚え、記号的な「アジア」 ではない、

内から出るアジアのアイデンティティ・感性をバックグラウンドに持つ音楽を共に作り上げていくことを決意。その第１弾として、韓国を

代表するピアニスト、ヨン・ジュ・ソン、福盛進也の盟友、西嶋徹、藤本一馬を招き、日韓混合グループを結成し、日本と韓国で公演を行い

ます。歴史的な瞬間になるであろう日本公演をどうぞお見逃しなく。

福盛進也 Shinya Fukumori

韓国ソウルで生まれ。幼少よりクラリネットとクラシックの作曲を学び、ボストンのバークリー音楽大学でジャズサックスを
専攻。卒業後、ニューヨークのクイーンズカレッジで修士号を取得。Bill Pierce、George Garzone、Antonio Hart、Sir 
Roland Hanaに師事する。帰国後、４枚のアルバムを発表。2008年のアルバム「Em Seu Proprio Tempo」ではJazz 
People Magazine Koreaの「Best Jazz Saxophone Player of the Year」に選ばれる。2010年にバンドNear East 
Quartetを結成し、サードアルバム「Near East Quartet"」(2018) をECMよりリリース。このアルバムでKorean Music 
Awardを受賞。韓国ジャズシーンの中心的な存在である。

saxソンジェ・ソン Sungjae Son

現在の韓国ジャズシーンを代表するピアニスト。クラシック・ピアノを学んでいたが、ジャズに魅せられ渡米。バークリー音
楽大学とマンハッタン音楽院を卒業。これまでに14枚のアルバムを発表し、マーク・ターナー、グレッチェン・パルラート、
ケンドリック・スコット、マーカス・ギルモア、マイク・モレーノなどと共演している。これまでに14枚のアルバムを発表し、ア
ルバム『Late Fall』（2019）、『Tale of a City』（2012）が韓国音楽賞で「ベスト・ジャズ・パフォーマンス賞」、『Love 
Never Fails』（2009）が「ベスト・ジャズ・アルバム賞」を受賞。NYのブルーノートに韓国人初のミュージシャンとして数
回出演したほか、世界中のジャズフェスに出演している。現在、米国と韓国での演奏活動を展開している。

pianoヨン・ジュ・ソン Young Joo Song

1973年東京生まれ。５歳よりヴァイオリンを始め、高校の時にベースを始める。ジャズ、アルゼンチンタンゴを軸に、幅広い音
楽性で様 な々ジャンルのアーティストをサポートしている。現在、Cuatrocientos、三枝伸太郎Orquesta de la Esperanza、
鬼怒無月Quinteto、大柴拓Ensemble para Frores、吉田篤貴EMOstrings、岩川光Trioなどのグループに参加。2014
年、ピアニスト林正樹と共に、アルバム「El retratador」をリリース、2018年、ソロアルバム「Phenomenology 」をリリース。
2019年より、バイオリン、ビオラ、チェロ、コントラバスという編成での弦楽カルテットを主宰。2021年、ギター藤本一馬、ピア
ノ栗林すみれ、ドラム福盛進也とのグループ Remboatoにてアルバム「星を漕ぐもの」リリース。

bass西嶋 徹 Toru Nishijima

1998年ヴォーカルのナガシマトモコとのデュオ”orange pekoe”を結成。2002年1st作「Organic Plastic Music」で
幅広い支持を獲得。その後も国内はもとよりアジア各国や北米でも活動を展開。2011年ソロ名義での1stアルバム
«SUN DANCE»をリリースし、アコースティックな響きと空間的余韻を内包したインストゥメンタル音楽を展開。ジャズやク
ラッシク音楽だけでなくワールドミュージックリスナーなど幅広い支持を得る。近年の活動は林正樹(pf)、西嶋徹(cb)、福
盛進也(dr)のと共演でのカルテットなどリーダープロジェクトを展開する他、国内および海外まで多数のアーティストとの
コラボレーション、楽曲提供、バンドやレコーディングなどへ参加。自己の内面を投影した叙情的なオリジナル楽曲、旋律的
でリリカルなギター演奏のアプローチ、ときに野生的なダイナミズムまで、その音楽性は高い評価を獲得している。

guiter藤本一馬 Kazuma Fujimoto

2.25   Jazzinlab(セジョン)　 　　　https://www.jazzinlab.com/
2.26   JCC Arts Center(ソウル) 　https://www.jeijcc.org/intro.html韓国公演

主催：nagalu 制作協力：shalala company 助成：公益財団法人東京都歴史文化財団　アーツカウンシル東京（スタートアップ助成）
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